
一般質問一般質問
服部 幸令 服部 幸令 議員議員
・ 村長就任後半年間の実績について・ 村長就任後半年間の実績について

吉田 昭之 吉田 昭之 議員議員
・ 医療費無償化について・ 医療費無償化について
・ 村内の防犯強化を・ 村内の防犯強化を

井上 浩一 井上 浩一 議員議員
・ こども食堂について・ こども食堂について
・ 防犯カメラについて・ 防犯カメラについて

田村　陽 田村　陽 議員議員
・ 小吹台－役場間の交通の便確保を・ 小吹台－役場間の交通の便確保を
・ ひきこもりへの支援策は・ ひきこもりへの支援策は
・ 選挙公報未配布問題に対策は・ 選挙公報未配布問題に対策は

特集： 開かれた村議会を目指して 特集： 開かれた村議会を目指して 
役場の組織編制が変わります！ 役場の組織編制が変わります！ 
議会のしくみとは？議会のしくみとは？

徳丸 初美 徳丸 初美 議員　　議員　　
・ 「金剛山の安全対策」について・ 「金剛山の安全対策」について
・ 生活支援策を・ 生活支援策を

藤浦　稔 藤浦　稔 議員議員
・ 農業地域計画の進捗状況について・ 農業地域計画の進捗状況について
・ 地域子育て支援拠点「ひまわり」の状況・ 地域子育て支援拠点「ひまわり」の状況
・ 楠公誕生地周辺活性化交流拠点事業・ 楠公誕生地周辺活性化交流拠点事業

vol.151
Feb 2025
12月定例会

発行 千早赤阪村議会 / 編集 議会広報編集委員会発行 千早赤阪村議会 / 編集 議会広報編集委員会

ちはやあかさか 
ちはやあかさか 



12
月
定
例
会
・
１
月
臨
時
会 

議
決
結
果

12月定例会　議決結果
〇全会一致で承認・同意・可決された案件

議　案　名　 主　な　内　容
専決処分（令和６年度千早赤阪村一般会計補正予算

（第７号））の承認を求めることについて
令和６年10月27日執行第50回衆議院議員総選挙等に
係る選挙事務費の増等

固定資産評価審査委員会委員の選任について 仲谷依之氏を選任同意
教育委員会委員の任命について 出口晴久氏を任命同意
村長の給料及び退職手当の特例に関する条例制定に
ついて

給料月額は100分の10、退職手当は100分の50を減じ
た額を支給する旨を規定

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整理に関する条例制定について

懲役及び禁固が廃止され、新たに拘禁刑が創設され
ることに伴う関係条例の所要の改正

千早赤阪村事務分掌条例の改正について 詳細は特集ページを参照
千早赤阪村職員定数条例の改正について 村長部局２名増等
職員の退職手当に関する条例の改正について 雇用保険法の一部改正に伴う所要の改正
千早赤阪村家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の改正について

家庭的保育事業所等における保育士・保育士従事者
の配置基準の見直しを行う改正

令和６年度千早赤阪村一般会計補正予算（第８号） 対象者入院の増加に伴う、こども医療助成額の増等
令和６年度千早赤阪村介護保険特別会計補正予算

（第４号） 介護サービス給付費の増額による所要の補正

令和６年度千早赤阪村一般会計補正予算（第９号） 小吹台緑公園樹木伐採業務にかかる委託料の増等
千早赤阪村議会の個人情報の保護に関する条例の改
正について

懲役及び禁固が廃止され、新たに拘禁刑が創設され
ることに伴う所要の改正

自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整
備を求める意見書 詳細はホームページを参照

慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）の潜在的な患者に対
する適切な対応を求める意見書 詳細はホームページを参照

議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の改正
について 令和６年人事院勧告に基づき国家公務員の給与が改

正されたことに伴う、議会の議員及び特別職の職員
の期末手当、一般職の職員の給料や期末手当、勤勉
手当並びに会計年度任用職員の報酬等の改正

千早赤阪村会計年度任用職員の報酬等及び費用弁償
に関する条例の改正について
特別職の職員の給与に関する条例の改正について
一般職の職員の給与に関する条例の改正について
令和６年度千早赤阪村一般会計補正予算（第10号）

人事院勧告に基づく人件費の増令和６年度千早赤阪村介護保険特別会計補正予算
（第５号）

１月臨時会　議決結果
〇全会一致で可決された案件

議　案　名　 主　な　内　容
千早赤阪村立いきいきサロンやまゆりの指定管理者
の指定について

社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会会長　川邊　
淸氏を指定するもの

千早赤阪村国民健康保険診療所の指定管理者の指定
について

医療法人正清会理事長　赤松幹一郎氏を指定するも
の

令和６年度千早赤阪村一般会計補正予算（第11号）令和６年度低所得世帯支援枠給付金事業に伴う事業
費の増等

令和６年度千早赤阪村国民健康保険特別会計補正予
算（第３号） 指定管理者変更に伴う看板等作成委託料の増等
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議
長
コ
ラ
ム
・
報
告
（
不
明
な
旅
費
）・
今
月
の
表
紙

表紙写真
大募集�

議会だより「ちはやあかさか」の表紙を飾って
いただけるお子様の写真を募集しています。

【募集内容】
０歳から小学生程度のお子様の写真（複数人でもかまいません）

【応募方法】
写真掲載ご希望の方は千早赤阪村議会事務局までお電話または村ホーム
ページ（村議会）にてご連絡ください。
議会事務局　TEL 0721-26-7168　

新
し
い
年
を
迎
え
早
や
１
か
月
が
経
過
し
た
。
昨
年
は
、

能
登
半
島
に
お
い
て
の
大
地
震
が
一
年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。
今
な
お
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
が
道
半
ば
で
あ
り
早

期
の
回
復
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

本
村
に
お
い
て
は
、
毎
年
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
も

し
も
の
と
き
の
被
害
を
想
定
し
て
の
訓
練
や
、
地
域
の
方
々

が
参
加
し
て
の
避
難
訓
練
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も

村
民
の
安
心
、
安
全
に
向
け
継
続
し
た
訓
練
と
、
避
難
所
の

充
実
を
望
む
。

一
方
、
も
う
す
ぐ
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
幕
で
あ
る
。
世

界
各
国
の
人
々
が
大
阪
に
集
合
す
る
。
各
国
パ
ビ
リ
オ
ン
の

展
示
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
は
楽
し
み
で
あ
り
、
大
阪
で
の
経
済

効
果
に
も
期
待
す
る
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
予
算
の
上
程
の
時
期
で
あ
る
。
新
村

長
の
初
め
て
の
予
算
編
成
で
あ
り
、
村
の
将
来
を
見
据
え
た

事
業
の
予
算
配
分
や
、
物
価
上
昇
が
ま
だ
ま
だ
続
く
な
か
、

住
民
目
線
で
の
施
策
を
切
望
す
る
。

今月の表紙

水分　峯　梨那（りんな）８歳
　　　峯　蓮那（はすな）５歳

父　拓真
母　香里

２人の笑顔が宝物♪
これからもずっと仲良姉妹でいてね！

報
告
（
不
明
な
旅
費
）

　

議
会
だ
よ
り
１
５
１
号
で
掲
載
し
ま
し
た
「
不
明
な
旅
費
」
に
つ
い
て
、
村

長
部
局
よ
り
議
会
に
対
し
、
調
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
住
民
の

皆
様
に
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

【
内
容
】

　

決
算
委
員
会
で
の
質
疑
で
前
村
長
と
職
員
２
名
が
飛
行
機
で
出
張
し
た
際
の

旅
費
に
つ
い
て
公
費
負
担
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
議
会
と
し
て

調
査
を
要
望
し
ま
し
た
。

【
結
果
】

　

飛
行
機
は
第
三
者
所
有
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
旅
費
が
発
生
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
職
員
２
名
は
前
村
長
の
出
張
命
令
に
よ
り
出
張
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
三

者
所
有
の
自
家
用
機
で
出
張
し
た
こ
と
は
、
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ
る
信

用
失
墜
行
為
に
該
当
す
る
と
は
断
定
で
き
な
い
、
ま
た
第
三
者
の
負
担
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
公
職
選
挙
法
に
お
け
る
寄
付
行
為
に
も
該
当
し
な
い
と
思
わ
れ
る

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
長
コ
ラ
ム

議
長
コ
ラ
ム

村
議
会
議
長

  

千
福 

清
英
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特
集　
開
か
れ
た
村
議
会
を
目
指
し
て　

会議録をホームページで
公開しています！

役場１階のモニターで
生中継しています！

千早赤阪村役場公式 LINE
で議会日程を通知してい
ます！

本会議の様子を Youtube
配信しています！

議会だよりはホームペー
ジで公開しています！

各会議を傍聴できます！

定員は 10 人です。
役場３階議会事務局まで
お越しください。

目注 令和 6 年 9 月議会より、本会議の様子を Youtube
配信しています！議員と行政の活発な議論を、
ぜひご視聴ください！

村民の皆様の声を真摯に受け止め、より良い議会
運営を目指します！

まだの方は、この機会に友達追加ください。

※日程は 12 ページを参照ください。
※上記の二次元コードより確認いただけます。

開かれた村議会を目指して

4



特
集　
役
場
の
組
織
編
制
が
変
わ
り
ま
す
！
・
議
会
の
し
く
み
と
は
？　
　

注目の議案

議案第５９条 千早赤阪村事務分掌条例の改正について
１２月定例会において、村長部局から組織編制の
見直しが提案されました。本議案は全会一致で可
決され、４月１日より施行されます。

・部制の再編（現行の４部制を３部制へと変更）
・こども課の創設（主な業務：子育て支援に関す
ること、福祉医療に関すること）

新たな体制のもと、菊井村長にはリーダーシップを発揮し、
地域住民との連携を図ることを期待します。

議会は、住民の代表として、選挙で
選ばれた議員によって構成され、条
例や予算など村の重要事項について、
十分審議し決定する機関です。

本会議・・・議員全員で構成される会議で議会の最終的
な意思決定や一般質問を行います。

委員会・・・議案などを専門的、効率的に審査するため、
委員会を設置しています。

千福議長

役場の組織編制が変わります！

議会のしくみとは？

村長、議員が提案

↓

本会議 開会→ 本会議上程 →
提案理由
説明

→ 質疑 討論→ 採決→ 閉会

↓付託 ↑報告

委員会 → 審査→ 採決

議会の流れ

注目の議案
・ 部制の再編（現行の４部制を３部制へと変更し

ます。変更後は、総務部・民生部・産業建設部
となります）

・新たにこども課が創設されます。

議案�第 ５９ 条　千早赤阪村事務分掌条例の改正について�
12 月定例会において、村長部局から組織編制の見直しが提案されま
した。本議案は全会一致で可決され、４月１日より施行されます。 
新たな体制のもと、菊井村長にはリーダーシップを発揮し、地域住民
との連携を図ることを期待します。

本会議・・・議員全員で構成される会議で、議会の最終的
　　　　　　な意思決定や一般質問を行います。

委員会・・・議案などを専門的、効率的に審査するため、
　　　　　　委員会を設置しています。

議会は、住民の代表として、選挙で
選ばれた議員によって構成され、条
例や予算など村の重要事項について、
十分審議し決定する機関です。

千福議長

議会の流れ

役場の組織編制が変わります！

議会のしくみとは？
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

　
９
月
議
会
の
代
表
質
問

で
は
、「
具
体
的
な
将
来
像

は
示
さ
ず
、
目
先
の
一
歩
を

積
み
上
げ
て
い
く
」
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
こ
の
約
５
か

月
弱
で
の
成
果
は
。

　
ま
ず
、
９
月
補
正
で
措
置

さ
れ
た
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や

ま
ゆ
り
の
建
替
検
討
支
援
業

務
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

建
替
検
討
支
援
業
務
に

つ
い
て
は
、
11
月
11
日
に
入

札
を
行
い
、
11
月
15
日
に
契

約
を
締
結
し
た
。
現
在
は
、

建
物
の
立
地
や
施
設
の
規

模
、
必
要
な
機
能
な
ど
の
検

討
内
容
を
協
議
し
て
い
る
。

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま

ゆ
り
の
進
捗
状
況
は
、
分

か
っ
た
。
た
だ
、
急
激
な
人

口
減
少
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
、
ど
れ
だ
け
の
費
用
対
効

果
が
あ
る
の
か
、
甚
だ
疑
問

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
「
桐
山
地
区
農
道
整
備
事

業
に
つ
い
て
課
題
整
理
を
行

う
」
と
い
う
こ
と
を
、
９
月

議
会
の
代
表
質
問
で
答
弁
さ

れ
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

　
そ
も
そ
も
当
該
事
業
は
前

村
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
始

ま
っ
た
も
の
か
も
含
め
て
伺

う
。

　
ま
た
、
９
月
議
会
の
一
般

質
問
の
答
弁
で
、「
ス
ズ
メ

バ
チ
駆
除
に
関
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
修
正
等
を
実
施
す

る
」
だ
っ
た
が
、
修
正
を
さ

れ
た
の
か
、
併
せ
て
伺
う
。

　

桐
山
地
区
の
農
業
課
題

と
し
て
は
、
離
農
者
や
規
模

縮
小
に
よ
り
遊
休
農
地
が
増

加
す
る
な
ど
の
問
題
が
あ

り
、
引
き
続
き
調
整
し
て
い

る
。　
　

　

桐
山
地
区
の
農
道
整
備
事

業
の
経
緯
は
、
令
和
５
年
度

予
算
編
成
時
に
、
前
村
長
よ

り
分
校
跡
地
に
農
道
の
整
備

を
行
う
よ
う
指
示
が
あ
っ

た
。

　

し
か
し
、
事
業
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
は
公
平
公
正
に

事
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

た
め
、４
月
の
農
業
委
員
会
、

区
長
会
、
実
行
組
合
長
会
の

場
で
事
業
の
説
明
を
行
っ

た
。
農
道
整
備
を
希
望
さ
れ

る
農
家
が
い
る
場
合
は
、
当

該
地
区
で
話
を
ま
と
め
て
村

に
相
談
す
る
よ
う
投
げ
か
け

た
結
果
、
桐
山
地
区
か
ら
希

望
が
あ
っ
た
。　

　

そ
の
後
、
桐
山
地
区
の
座

談
会
の
中
で
農
道
整
備
の
協

議
を
し
た
結
果
、
現
行
の
農

道
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
、
令
和

５
年
度
に
構
想
設
計
を
し

た
。

　

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
に
関
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
修
正
に

つ
い
て
は
、
10
月
１
日
に
更

新
を
行
っ
た
。修
正
内
容
は
、

絵
や
写
真
を
入
れ
、
ハ
チ
の

種
類
や
生
態
な
ど
を
掲
載
し

て
充
実
を
図
っ
た
。

　
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
に
関

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
修
正

を
見
た
が
、
写
真
等
も
入
っ

て
お
り
、
分
か
り
や
す
く

な
っ
た
。

　
一
方
、
農
道
整
備
に
つ
い

て
、「
前
村
長
か
ら
分
校
跡

地
に
農
道
の
整
備
を
行
う
よ

う
指
示
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

公
正
公
平
に
事
業
を
進
め
る

必
要
」と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、

分
校
跡
地
か
、
桐
山
地
区
か

の
違
い
は
あ
る
が
、
桐
山
地

区
で
の
農
道
整
備
が
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
進
め
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
が
そ
う

で
は
な
い
よ
う
に
見
せ
る
た

め
、
地
区
等
に
説
明
し
て
希

望
を
募
っ
た
と
も
聞
こ
え

る
。

村長就任後半年間の実績について

いきいきサロンやまゆりの建替協議を
している

　
改
め
て
伺
う
が
、
桐
山
地

区
に
お
け
る
農
道
整
備
は

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
た
の

か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
、

ど
ち
ら
か
伺
う
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、

桐
山
地
区
の
農
道
整
備
は
、

令
和
５
年
度
予
算
編
成
時

に
、
前
村
長
よ
り
分
校
跡
地

に
農
道
の
整
備
を
行
う
よ
う

指
示
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

桐
山
地
区
の
座
談
会
の
中
で

協
議
を
し
た
結
果
、
現
行
の

農
道
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
た
。 ハチにご注意！（本村ホームページより引用）

服部幸令議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

医療費無償化について

18歳までの医療費完全無償化に向け、
令和８年度以降の実施を予定している

　

村
長
は
所
信
表
明
で
、

「
子
ど
も
の
医
療
費
は
18
歳

ま
で
の
医
療
費
完
全
無
償
化

令
和
８
年
度
以
降
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。

　
高
校
卒
業
後
の
専
門
学

校
や
短
大
、
大
学
へ
の
進
学

す
る
場
合
、
多
額
の
学
費
等

を
伴
い
、
医
療
費
に
つ
い
て

も
大
き
な
負
担
と
な
る
。
こ

の
際
、
対
象
年
齢
を
22
歳
の

学
生
ま
で
に
拡
大
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

　

村
の
子
ど
も
医
療
費
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４
月

か
ら
村
独
自
で
18
歳
ま
で
年

齢
を
引
き
上
げ
、
医
療
費
の

一
部
助
成
を
し
て
お
り
、
令

和
８
年
度
以
降
は
18
歳
ま
で

の
医
療
費
の
完
全
無
償
化
に

向
け
、
調
整
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
。
現
段
階
で
は
22
歳
ま

で
拡
大
す
る
予
定
は
な
い
。

　

今
後
子
ど
も
を
育
て

て
い
く
に
当
た
っ
て
何
か
村

と
し
て
補
助
的
に
な
る
よ
う

な
も
の
を
要
望
す
る
。

村
内
の
防
犯
強
化

を　
最
近
は
連
日
、
闇
バ
イ

ト
に
よ
る
押
し
込
み
強
盗
が

報
道
さ
れ
、
住
民
の
財
産
並

び
に
命
す
ら
脅
か
さ
れ
る
事

態
が
増
え
て
き
て
い
る
。
特

に
、
こ
れ
か
ら
の
年
末
年
始

に
か
け
て
、
お
金
欲
し
さ
に

犯
罪
に
手
を
染
め
る
や
か
ら

が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

村
内
の
防
犯
強
化
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

本
村
の
対
策
や
考
え
を
伺

う
。

　

村
の
防
犯
対
策
は
、
村

防
犯
委
員
に
よ
る
青
パ
ト
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
定
期
的
に

特
殊
詐
欺
の
啓
発
物
品
の
街

頭
配
布
、
村
広
報
紙
や
防
災

行
政
無
線
に
よ
る
啓
発
記

事
、
放
送
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り

特
殊
詐
欺
対
策
電
話
機
等
の

購
入
費
補
助
も
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
、
地
域
の
駐
在

所
と
も
連
携
を
図
り
つ
つ
、

防
犯
対
策
の
強
化
に
努
め
て

い
く
。

　
小
吹
台
地
区
か
ら
村
に

対
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設

に
つ
い
て
要
望
さ
れ
て
い
る

と
自
治
会
長
か
ら
聞
い
て
い

る
。
そ
の
際
、村
の
対
応
は
。

　

地
区
か
ら
は
、
村
内
に

お
け
る
不
審
者
事
案
等
を
受

け
て
、
新
た
な
箇
所
へ
の
増

設
に
つ
い
て
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
村
は
、
今
年
度

新
た
に
補
助
内
容
の
変
更
や

補
助
金
額
を
増
額
し
た
地
区

活
動
応
援
補
助
金
を
活
用

し
、
地
区
が
実
施
主
体
と
な

り
設
置
を
す
る
よ
う
お
願
い

し
て
い
る
。

　

村
の
対
応
と
し
て
は
、

既
存
の
補
助
制
度
活
用
で
対

応
し
て
と
い
う
こ
と
だ
が
、

防
犯
カ
メ
ラ
に
特
化
し
た
補

助
制
度
の
増
設
な
ど
を
考
え

て
い
な
い
か
。

　

補
助
制
度
は
、
他
市
町

村
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
各
地
区

の
地
区
活
動
応
援
補
助
金
の

活
用
状
況
を
踏
ま
え
、
先
進

市
町
の
制
度
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
い
く
。

　

今
後
と
も
、
村
の
防

犯
活
動
並
び
に
先
ほ
ど
質
疑

し
た
よ
う
な
補
助
金
制
度
な

ど
を
要
望
す
る
。

を
実
施
す
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
子
ど
も
の
医
療
費
完
全

無
償
化
は
、
何
か
と
経
済
的

負
担
の
多
い
子
育
て
世
帯
に

は
す
ご
く
あ
り
が
た
い
。
村

民
の
子
育
て
世
代
の
方
も
早

期
実
現
を
望
ん
で
い
る
が
、

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺

う
。

　

現
在
、
18
歳
ま
で
の
医

療
費
完
全
無
償
化
に
向
け
、

　
改
め
て
伺
う
が
、
桐
山
地

区
に
お
け
る
農
道
整
備
は

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
た
の

か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
、

ど
ち
ら
か
伺
う
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、

桐
山
地
区
の
農
道
整
備
は
、

令
和
５
年
度
予
算
編
成
時

に
、
前
村
長
よ
り
分
校
跡
地

に
農
道
の
整
備
を
行
う
よ
う

指
示
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

桐
山
地
区
の
座
談
会
の
中
で

協
議
を
し
た
結
果
、
現
行
の

農
道
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
た
。

小吹台入口に設置している防犯カメラ

吉田昭之議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

　
全
国
の
こ
ど
も
食
堂
の

数
は
急
速
に
増
え
て
い
る
、

背
景
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
更
に
希
薄
に
な
っ
た
地
域

の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
そ
う

と
す
る
意
識
の
高
ま
り
か

ら
、
こ
ど
も
を
中
心
に
し
た

多
世
代
交
流
の
地
域
の
居
場

所
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、

7
年
で
公
立
中
学
校
と
ほ
ぼ

同
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
も
食
育
を
推
進
す
る
立

場
か
ら
、
自
治
体
が
こ
ど
も

食
堂
を
連
携
先
と
位
置
づ

け
、
地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し

活
動
遂
行
に
役
立
つ
よ
う
な

環
境
整
備
を
行
う
事
を
望
ん

で
い
る
。
村
で
も
取
り
組
む

べ
き
だ
と
思
う
が
現
状
と
考

え
を
伺
う
。

　

現
時
点
で
は
、
村
内
で

活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
等
は

な
い
が
、
相
談
等
が
あ
れ
ば

社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携

し
な
が
ら
真
摯
に
対
応
す

る
。

　
現
在
、
こ
ど
も
食
堂
を

企
画
し
実
行
し
よ
う
と
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
村

以
外
か
ら
の
支
援
が
あ
る
そ

う
だ
。
府
の
支
援
は
実
績
が

な
い
と
出
な
い
、
グ
ル
ー
プ

の
立
ち
上
げ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
で
は
厳
し
い
、
行
政

の
支
援
が
必
要
だ
。
村
の
学

童
保
育
利
用
者
は
70
名
ほ
ど

と
聞
く
、
月
に
一
度
で
も
地

域
の
方
々
と
の
交
流
を
兼
ね

て
食
事
を
提
供
し
て
も
無
駄

に
は
な
ら
な
い
。
支
援
す
べ

き
だ
。

　

現
時
点
で
開
設
さ
れ
て

い
る
所
は
な
い
、
支
援
制
度

も
な
い
が
、
今
後
運
営
さ
れ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
他
自
治
体

の
事
例
を
参
考
に
検
討
す

る
。

　
予
算
が
な
い
と
動
け
な

い
と
の
事
な
ら
、
来
年
度
に

向
け
て
の
村
の
考
え
は
ど
う

な
の
か
。

　

支
援
制
度
の
構
築
、
予

算
の
確
保
と
い
う
も
の
が
必

要
と
な
る
、
い
つ
か
ら
と
い

う
こ
と
は
明
言
で
き
な
い

が
、
令
和
７
年
度
以
降
、
他

の
自
治
体
を
参
考
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

前
向
き
な
答
弁
と
捉

え
る
、
支
援
制
度
等
を
つ

く
っ
て
欲
し
い
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

　
３
月
議
会
に
も
質
問
し

た
が
、
村
が
把
握
し
て
い
る

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況

は
。
ま
た
、
近
年
の
強
盗
事

件
の
多
発
や
地
区
進
入
路
２

系
統
に
カ
メ
ラ
が
な
い
事
か

ら
、
小
吹
台
地
区
の
防
犯
カ

メ
ラ
増
設
の
要
望
に
つ
い
て

村
の
考
え
を
伺
う
。

　

富
田
林
警
察
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
主
要
箇
所
を
選

定
、
13
カ
所
に
設
置
し
て
い

る
。
要
望
に
つ
い
て
は
「
地

区
活
動
応
援
補
助
金
」
を
活

用
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。

　
近
隣
市
町
で
は
既
に
実

施
さ
れ
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ

に
対
す
る
補
助
金
、
助
成
金

の
制
度
が
あ
り
、
制
度
を
活

用
し
、
運
用
さ
れ
て
い
る
。

制
度
が
な
い
の
は
、
近
隣
で

は
村
の
み
。
今
回
の
要
望
に

つ
い
て
は
、
村
全
体
に
及
ぶ

問
題
で
あ
る
と
捉
え
、
し
っ

か
り
と
話
し
合
い
、
合
意
す

べ
き
と
考
え
る
、
こ
の
点
を

踏
ま
え
、方
針
を
伺
い
た
い
。

　

地
区
活
動
応
援
補
助
金

は
防
犯
カ
メ
ラ
に
お
い
て
も

全
額
を
補
助
対
象
と
し
て
い

る
。

　

昨
今
の
国
内
の
犯
罪
発
生

状
況
や
体
感
治
安
が
悪
化
し

て
い
る
こ
と
も
考
慮
し
、
各

地
区
の
地
区
活
動
応
援
補
助

金
の
活
用
状
況
を
踏
ま
え
、

他
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い

る
防
犯
カ
メ
ラ
等
に
対
す
る

補
助
制
度
に
つ
い
て
調
査
研

究
す
る
。

　
再
答
弁
の
答
え
は
不
十

分
な
の
で
補
足
を
望
む
。

　

再
答
弁
で
、「
防
犯
カ
メ

ラ
等
に
対
す
る
補
助
制
度
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い

こども食堂について

開設の相談等があれば、
真摯に対応する

く
」
と
あ
る
が
、
い
つ
ま
で

に
か
伺
い
た
い
。

　

現
在
の
設
置
箇
所
は
、

警
察
の
意
見
を
伺
い
設
置
し

て
お
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
役

割
は
一
定
満
た
し
て
い
る
と

考
え
る
。

　

要
望
の
あ
っ
た
小
吹
台
地

区
へ
は
、
引
き
続
き
丁
寧
に

説
明
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
補
助
制
度
は
様
々

な
課
題
が
あ
る
、
今
年
度
中

に
は
一
定
の
答
え
を
出
し
た

い
と
考
え
る
。

　
そ
の
他
、
3
問
の
質
問
を

し
て
い
ま
す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・�

女
性
防
災
担
当
職
員
の
配

置
、
ま
た
女
性・子
ど
も・

高
齢
者
の
備
蓄
用
品
に
つ

い
て�

・�

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ

た
地
域
社
会
の
構
築
に
つ

い
て�

・�

保
険
診
療
報
酬
等
の
支
払

い
に
つ
い
て

井上浩一議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

小吹台―役場間の交通の便確保を

地域間における移動手段についても検
討していく必要がある

ひきこもり当事者が求めているもの

ン
く
す
の
き
な
ど
に
通
え
る

よ
う
、
小
吹
台
―
赤
阪
間
に

公
共
交
通
手
段
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で

は
。

　

今
後
地
域
間
に
お
け
る

移
動
手
段
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
手
始
め
と
し
て
、
イ
ベ

ン
ト
の
際
に
小
吹
台
地
区
か

ら
臨
時
バ
ス
を
運
行
し
て
み

て
は
。

　

臨
時
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
も
各
事
業
担
当
課
と
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　

前
向
き
な
答
弁
だ
と

思
う
。
ま
ず
は
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
い
っ
て
ほ
し

い
。ひ

き
こ
も
り
へ
の

支
援
策
は

　
内
閣
府
が
昨
年
行
っ
た

調
査
に
よ
る
と
、
現
役
世
代

の
50
人
に
１
人
が
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る
と
い
う
。
ひ

き
こ
も
り
は
若
者
の
問
題
と

考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
現
実

に
は
40
代
以
上
が
ほ
ぼ
半
分

を
占
め
て
い
る
。
今
は
年
金

な
ど
の
収
入
が
あ
っ
て
も
、

今
後
困
窮
し
て
い
か
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
は
十
分
に
予
測

可
能
だ
。
村
と
し
て
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
。

　

相
談
窓
口
や
社
会
福
祉

協
議
会
の
見
守
り
活
動
な
ど

か
ら
情
報
の
把
握
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。
今
後
も
啓

発
を
行
う
と
と
も
に
、
大
阪

府
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ

ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議

会
、民
生
委
員
と
も
連
携
し
、

必
要
に
応
じ
て
民
間
支
援
団

体
や
就
労
支
援
な
ど
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　
村
の
ほ
う
か
ら
も
っ
と

積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
な
の
で
は

な
い
か
。

　

ひ
き
こ
も
り
の
人
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
が
声
を
上
げ

て
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
検
討
を
し
た
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
す
れ
ば
、
声
を
上
げ
に

く
い
と
感
じ
て
い
る
方
々
も

答
え
や
す
い
か
と
思
う
。
ぜ

ひ
と
も
実
施
し
て
ほ
し
い
。

選
挙
公
報
未
配
布
問
題

に
対
策
は

　
せ
ん
だ
っ
て
行
わ
れ
た

衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
も
選

挙
公
報
が
届
か
な
か
っ
た
と

住
民
の
方
か
ら
相
談
を
受
け

た
。
地
区
に
加
入
し
て
い
な

い
方
へ
の
配
布
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
た
の
か
。

　

過
去
に
戸
別
配
布
対
応

し
て
い
た
方
を
対
象
に
職
員

が
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
が
、

そ
れ
以
外
の
方
に
対
し
て
は

直
接
的
に
配
布
で
き
て
い
な

い
。

　
あ
ら
か
じ
め
対
策
す
る

こ
と
は
で
き
た
の
で
は
。

　

配
布
世
帯
を
リ
ス
ト
化

す
る
こ
と
で
未
配
布
防
止
に

努
め
る
。

　

配
布
漏
れ
が
事
前
に

あ
る
程
度
想
定
で
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
十
分
な
対
策
が

取
ら
れ
て
い
た
と
は
到
底
言

え
な
い
。
そ
の
点
は
し
っ
か

り
と
反
省
を
。

く
」
と
あ
る
が
、
い
つ
ま
で

に
か
伺
い
た
い
。

　

現
在
の
設
置
箇
所
は
、

警
察
の
意
見
を
伺
い
設
置
し

て
お
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
役

割
は
一
定
満
た
し
て
い
る
と

考
え
る
。

　

要
望
の
あ
っ
た
小
吹
台
地

区
へ
は
、
引
き
続
き
丁
寧
に

説
明
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
補
助
制
度
は
様
々

な
課
題
が
あ
る
、
今
年
度
中

に
は
一
定
の
答
え
を
出
し
た

い
と
考
え
る
。

　
そ
の
他
、
3
問
の
質
問
を

し
て
い
ま
す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・�

女
性
防
災
担
当
職
員
の
配

置
、
ま
た
女
性・子
ど
も・

高
齢
者
の
備
蓄
用
品
に
つ

い
て�

・�

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ

た
地
域
社
会
の
構
築
に
つ

い
て�

・�

保
険
診
療
報
酬
等
の
支
払

い
に
つ
い
て

　
バ
ス
・
電
車
で
小
吹
台

か
ら
役
場
な
ど
赤
阪
地
区
へ

向
か
う
に
は
河
内
長
野
市
や

富
田
林
市
を
経
由
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
到
底
現
実
的
と

は
言
え
な
い
。
免
許
返
納
し

て
も
気
軽
に
役
場
や
く
す
の

き
ホ
ー
ル
、
い
き
い
き
サ
ロ

田村 陽議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

て
お
り
、
事
故
発
生
時
は
、

１
１
９
番
通
報
に
よ
り
大
阪

南
消
防
局
が
負
傷
者
の
救
助

に
出
動
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　

金
剛
山
の
山
道
は
、

出
し
合
い
道
と
い
っ
て
、
切

り
出
し
た
木
を
運
び
出
す
た

め
の
道
で
、
全
て
個
人
所
有

で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
点
で
は
大
変
で
は

あ
る
が
、
大
阪
府
や
い
ろ
ん

な
団
体
と
も
連
携
を
取
り
、

遭
難
者
が
一
人
で
も
減
る
よ

う
な
対
策
を
要
望
す
る
。

生
活
支
援
策
を

　
生
活
支
援
対
策
と
し
て

日
本
共
産
党
が
要
求
し
て
い

た
赤
ち
ゃ
ん
の
お
む
つ
支
給

を
実
施
し
感
謝
す
る
。

　

国
の
補
助
に
て
水
道
料
金

基
本
料
の
減
免
な
ど
も
行
っ

た
が
、
物
価
高
騰
は
拡
大
し

て
お
り
、
村
独
自
で
の
さ
ら

な
る
生
活
支
援
施
策
が
で
き

な
い
か
伺
う
。

　

物
価
高
騰
は
全
国
的
な

も
の
で
あ
り
、
国
の
施
策
と

し
て
対
応
す
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
水
道
料
金
の
減

免
に
つ
い
て
は
、
国
が
創
設

し
た
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
実
施
し
た
。
村
の
財

政
で
は
、
現
時
点
に
お
い
て

村
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
は

非
常
に
困
難
と
考
え
る
。

　
石
破
内
閣
が
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
重
点
支
援
交
付

金
の
増
額
や
灯
油
支
援
、
水

道
料
金
減
免
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
と
の
報
道
が
あ
る
。

　
現
在
、
国
か
ら
村
に
対
し

ど
の
よ
う
な
通
知
が
来
て
い

る
の
か
伺
う
。

　

国
か
ら
村
に
対
し
て
詳

細
な
通
知
は
な
い
。
詳
細
が

分
か
っ
た
ら
、
議
会
に
対
し

て
も
情
報
提
供
し
て
い
く
。

　

村
単
独
の
対
策
は
困

難
と
の
こ
と
だ
が
、
何
ら
か

の
支
援
を
強
く
要
望
す
る
。

「金剛山の安全対策」について

金剛警備隊が待機している

　
登
山
者
が
増
加
す
る
金

剛
山
。
一
方
で
、
年
に
何
度

か
遭
難
者
の
報
道
も
あ
る
。

最
近
の
金
剛
山
で
の
事
故
・

遭
難
件
数
を
伺
う
。

　

令
和
3
年
度
27
件
、
令

和
４
年
度
16
件
、
令
和
５
年

度
９
件
と
減
少
し
た
も
の

の
、現
状
は
横
ば
い
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
に
は
、
推
奨
し

て
い
る
登
山
ル
ー
ト
外
に
勝

手
に
入
り
事
故
と
な
る
事
例

が
多
く
あ
っ
た
た
め
、
村
・

大
阪
府
・
奈
良
県
を
は
じ

め
、
消
防
・
警
察
・
関
係
12

団
体
で
構
成
す
る
金
剛
山
安

全
対
策
推
進
連
絡
会
を
立
ち

上
げ
、
推
奨
ル
ー
ト
以
外
の

進
入
口
に
ロ
ー
プ
と
貼
り
紙

を
し
、
事
故
の
未
然
防
止
に

努
め
て
い
る
。

　

冬
季
の
週
末
に
は
、
山

頂
で
金
剛
警
備
隊
が
万
一

の
事
故
に
対
し
て
待
機
し

徳丸初美議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

と
な
っ
て
い
る
が
。

　

令
和
５
年
度
の
利
用
者

数
は
、
一
日
当
た
り
平
均
11

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
踏
ま
え
、
利
用
者
の
声

を
聞
き
充
実
を
図
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た

の
か
。

　

50
組
に
行
っ
た
。
主
に

は
「
休
日
開
設
」「
小
学
生

低
学
年
の
利
用
」
な
ど
意
見

が
あ
っ
た
。

　
「
休
日
利
用
」
の
意
見

が
多
い
が
村
長
の
考
え
は
。

　

月
１
回
程
度
、
土
曜
日

に
開
設
す
る
方
向
で
調
整
す

る
。　

利
用
者
の
意
見
を
踏

ま
え
、
さ
ら
な
る
充
実
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

楠
公
誕
生
地
周
辺
活

性
化
交
流
拠
点
事
業

　
「
こ
の
計
画
は
見
直
す
」

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後

は
こ
の
事
業
を
ど
う
し
て
行

く
の
か
。

　

事
業
の
手
法
な
ど
課
題

整
理
が
必
要
と
判
断
し
た
。

　

今
後
は
、
道
の
駅
を
中
心

に
交
流
拠
点
事
業
を
進
め
る

が
、
大
阪
府
と
連
携
し
て
協

道
料
金
減
免
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
と
の
報
道
が
あ
る
。

　
現
在
、
国
か
ら
村
に
対
し

ど
の
よ
う
な
通
知
が
来
て
い

る
の
か
伺
う
。

　

国
か
ら
村
に
対
し
て
詳

細
な
通
知
は
な
い
。
詳
細
が

分
か
っ
た
ら
、
議
会
に
対
し

て
も
情
報
提
供
し
て
い
く
。

　

村
単
独
の
対
策
は
困

難
と
の
こ
と
だ
が
、
何
ら
か

の
支
援
を
強
く
要
望
す
る
。

農業地域計画の進捗状況について

令和７年度に完成の予定

　
10
年
後
に
目
指
す
地
域

の
農
地
利
用
を
示
し
た
地
域

計
画
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
村
で
も
令
和
５
年
度
よ

り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
地

区
ご
と
に
農
地
所
有
者
な
ど

の
座
談
会
を
実
施
し
て
い

る
。

　
農
業
担
い
手
不
足
な
ど
課

題
が
山
積
み
し
て
い
る
中
で

地
域
計
画
策
定
は
今
年
度
中

で
あ
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

　

地
区
座
談
会
で
の
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
・
担
い
手

不
足
・
鳥
獣
被
害
対
策
・
農

道
水
路
の
維
持
管
理
、
補
修

な
ど
の
課
題
を
取
り
ま
と
め

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
、

及
び
地
域
計
画
（
案
）
を
策

定
し
、
令
和
７
年
度
に
完
成

の
予
定
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被

害
や
農
道
、
水
路
の
維
持
管

理
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る

が
村
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に

対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

地
区
座
談
会
で
は
様
々

な
課
題
が
あ
っ
た
。
中
で
も

農
道
、
水
路
の
維
持
補
修
に

対
す
る
補
助
要
望
が
多
か
っ

た
。

　

村
と
し
て
、
現
状
の
補
助

制
度
の
拡
充
に
向
け
検
討
を

進
め
継
続
的
に
営
農
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
「
農
道
・
水
路
の
維

持
補
修
に
対
し
検
討
す
る
」

と
前
向
き
な
答
弁
で
、
村
の

農
業
の
実
情
に
合
っ
た
営
農

意
欲
・
後
継
者
の
育
成
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
。

地
域
子
育
て
支
援
拠

点
「
ひ
ま
わ
り
」
の

状
況

　
「
ひ
ま
わ
り
」
の
利
用

者
の
状
況
を
伺
う
。
村
長
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
利
用
者

の
意
見
を
聞
き
充
実
を
図
る

力
や
支
援
を
協
議
し
て
い

く
。　

地
に
足
の
着
い
た
事

業
を
行
い
大
阪
府
の
支
援
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ほ

し
い
。

地域子育て支援拠点「ひまわり」

藤浦 稔議員
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能
登
半
島
は
12
月
に
入
っ

て
大
雪
と
な
っ
て
い
る
と
報

道
さ
れ
た
。
地
震
と
豪
雨
で

沢
山
の
方
々
が
被
害
に
遭
わ

れ
た
中
で
、
未
だ
被
災
地
の

方
々
は
不
安
を
募
ら
せ
て
い

る
。
そ
し
て
大
雪
の
続
く
可

能
性
も
あ
る
。
地
震
で
被
災

し
家
屋
な
ど
を
失
い
、
未
だ

仮
設
住
宅
や
避
難
所
に
避
難

さ
れ
、
不
便
な
生
活
を
し
い

ら
れ
て
い
る
。

　

昨
今
の
大
災
害
に
危
機
感

を
も
っ
た
村
で
は
、
令
和
７

年
4
月
に
「
自
治
防
災
課
」

を
新
設
し
、
さ
ら
な
る
自
助
・

共
助
・
公
助
の
向
上
を
目
指

し
、
環
境
面
や
心
理
面
に
備

え
、
災
害
に
対
応
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

と
い
っ
た
、
こ
と
わ
ざ
が
あ

る
。
安
全
で
豊
か
な
未
来
を

築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
事

前
の
準
備
が
大
切
で
あ
り
、

村
民
と
し
て
は
安
心
な
こ
と

に
も
な
る
。 

藤
浦

広報編集委員会

委員長　　服部幸令	 副委員長　田村　陽

委員　　　井上浩一	 委員　　　徳丸初美

委員　　　吉田昭之	 議長　　　千福清英

人
権
啓
発
活
動

堺
・
南
大
阪
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会　
講
演
会
を
聴
講
（
10
／
8
）

　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
Ｆ
会
議
室
に
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
「
ネ
ッ
ト
で

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
た

め
に
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ト
ラ
ブ
ル
、
ネ
ッ
ト
炎
上
、
個
人
情
報

リ
ス
ク
等
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
情
報
モ

ラ
ル
に
つ
い
て
講
演
。
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
案
件
に
つ
い
て
考
察
し
対
処

法
や
課
題
等
を
提
起
さ
れ
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る

現
状
で
は
議
会
対
応
も
重
要
案
件
だ
と

感
じ
た
。

防
災
フ
ェ
ス
タ
＆
総
合
防
災
訓
練

多
聞
尚
学
館
運
動
場
（
12
／
１
）
に
て

① 

震
災
発
災
直
後
に
お
け
る
自
助
、
共

助
の
促
進

② 

行
政
及
び
各
防
災
機
関
の
連
携
に
よ

る
災
害
対
応
能
力
の
向
上

③ 

防
災
意
識
の
啓
発

　

こ
れ
ら
を
目
的
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
想
定
し
、
自
衛
隊
・
消
防
・
警
察
等

関
係
機
関
が
参
加
す
る
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
参
加
し
た
。

　

会
場
で
は
、
各
団
体
の
広
報
ブ
ー
ス

活
動
、
炊
き
出
し
訓
練
、
自
衛
隊
に
よ

る
救
護
所
開
設
訓
練
、
防
災
ク
イ
ズ
等

が
行
わ
れ
た
。

　

会
場
外
で
は
、
消
防
に
よ
る
一
斉
放

水
や
指
定
避
難
所
で
の
住
民
の
参
加
に

よ
る
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　

昨
年
年
頭
の
地
震
や
、
後
の
豪
雨
災

害
を
思
い
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
だ
。

次回定例会の予定
３月４日㈫から３月19日㈬です。
３月４日㈫　本会議　初日
� （議案上程、代表質問）　午前10時
３月５日㈬　本会議　2日目（一般質問）
� 　　　　　　　午前10時
３月６日㈫　�文教建設常任委員会及び総務民

生常任委員会� 午前10時
３月10日㈪　当初予算特別委員会� （１日目）
３月11日㈫　　　〃� （２日目）
３月13日㈭　　　〃� （３日目）
３月19日㈬�本会議　最終日� 午前10時

　上記日程は、状況により変更になる場合が
あります。
　傍聴される場合は、議会事務局までご確認
ください。

議会事務局　TEL�0721－26－7168
議場・議会事務局は、千早赤阪村役場庁舎３階

インターネットと
人 権

インターネットと
人 権

講 演 会
令和６年度
人権啓発活動
堺・南大阪地域ネットワーク協議会

主催 ： 千早赤阪村／人権啓発活動堺・南大阪地域ネットワーク協議会（法務省委託事業）

10月8日

2024
火

講師

開場 13：30～
開演 14：00～16：00

千早赤阪村
会場

石川 千明 さん

大阪府南河内郡千早赤阪村大字水分２６３番地

奈良県在住。大阪府高槻市出身。大阪デザイナー専門学校を卒業
後、(株)カプコンに入社、ゲーム企画開発担当。‘98 年に退職後、
web 企画デザイン制作、コンサルタントとして活動。‘01年いこ
ま育児ネットを設立し子育て支援活動開始、‘08年より自治体、学
校等でICT支援活動を行う。‘11年より情報モラル教育を推進「ど
なたにもわかりやすく」をモットーに誰もがネットで被害者にも加
害者にもならないための情報モラル講座を実施している。

NPO法人 奈良地域の学び推進機構・理事、
（公財）人権教育啓発推進センター 特任講師、
テックコーチ、防災士、眠育アドバイザー

ネットで被害者にも
加害者にもならないために

お問い合わせ 千早赤阪村健康福祉部住民課　電話：0721-26-7116（直通）

くすのきホール
2階 会議室

参加費：無料
（70名程度）

総合防災訓練の様子
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議会を傍聴しませんか


